
一 般 質 問

平成 26 年第 3 回定例会（9 月 5 日）

質 問 者 内 容 答弁を求める者

１．新たな茶業振興で経営基盤の強化対策について問 町長
岩﨑 宗雄 う 農村振興課長

① 26年産の茶生産について過去 5年間の生産状況はどうであっ
たのか。平均単価、生産量の伸びについて
②本年は茶生産にとって天候不順により収穫は減少であり、単
価も毎年下降しており、茶業にも大きな影響が出ているが、
今後の振興対策は具体的には何であるのか
③茶の消費拡大の取り組みについての具体策は
④茶農家の後継者育成の対策は
⑤ GAPの取り組みに対する支援制度は
⑥庁舎内に給茶機の設置をして茶の宣伝と消費拡大を

２．認知症対策について問う
①認知症は早期発見、早期受診、早期診断、早期治療が非常に 町長
重要と思うが、町としての取り組みは 福祉課長
②町内に認知症は予備群を入れて何人ぐらいおられるのか
③ 2005年 9月にできた「認知症を知り、地域をつくる 10カ年」
構想で本町の今日までの取り組みは
④本年は達成の年であり、達成できたのかどうか
⑤認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指した具
体策は
⑥徘徊高齢者の対応は
⑦周囲の理解とサポート体制は

１．ふるさと納税について
畑 武志 和束町におけるふるさと納税制度の活用について

⑴ふるさと納税は和束にとって集まれば集まるほど有利な財源 町長
どんな工夫をして集めようと努力しているのか
⑵集めたふるさと納税の活用はどのようにされているのか
平成 20年度以降、過去の事例も踏まえて説明を
⑶町長が考える政策に対し、事務的にはどのような活用が想定 副町長
でき、実際にしているものは何か
来年度以降活用しようと 考えられるもの等有効活用施策を
⑷平成 20年度以降集まった納税件数額、支出額、財源に充てた 総務課長
事例、支出後の残額等

１．子ども・子育て新制度と子育て支援の充実につい
岡本 正意 て

⑴子ども・子育て新制度でどう変わるのか 町長
①保育園等の施設や運営の基準、内容に変更はあるのか 福祉課長
②新制度移行で支援内容の後退や負担増は許されない
充実に責任を持ち、検討を
⑵経済的負担の軽減について
①保育園・学童保育の保育料等の軽減を
②高校生まで医療費無料化の拡充を
③子育て支援として教育費負担(給食費・修学旅行費等)の軽減、
無償化の実施を
⑶保育園・学童保育の充実について
①保育園について
・早延長保育の充実を
・病児保育の検討を
・完全給食の実施を
②学童保育について
・正職・常勤職員の配置検討を
・保育時間の延長を
・療養スペースの整備、確保を



岡本 正意 ２．介護保険について 町長
⑴次期保険料について 福祉課長
①次期保険料の見直しは
②現行以上の引き上げは論外であり、引き下げを
また、独自の減免施策を

⑵「要支援」者のサービス確保を
①「要支援」者の訪問介護、ディサービスの「受け皿」はどう
なるのか
②これまでと同様のサービス水準の保障を
③利用料の見込みは
負担増とならない措置を
⑶生活支援サービスについて
①町としてどのようなサービスを確保するのか
②配食サービスの抜本的充実を

竹内きみ代 茶源郷和束のさらなるまちづくりを
１．雇用促進協議会は来年 3 月で委託事業は終了となるが、担 農村振興課課長
当課としての評価を問う

２．この 8 年間の観光入り込み客数と観光消費額についてどの
ように捉えるか 地域力推進課長

３．雇用促進協議会を今後の観光に活かす計画は 町長
４．交流人口 25万人の目標に向け、具体策は
５．お茶の京都・宇治茶を世界文化遺産登録に、犬打峠トンネ
ル工事着工の課題に行政としての取り組みは

６．宇治茶きらめき街道に向けた本町の取り組みは
７．今こそ、観光の中核となり一本化できる協会を検討すると
きでは


